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現在までの資料につきましては、弊社ＩＲサイトにて公開しております。
ソーバル株式会社 ＩＲ情報　https://www.sobal.co.jp/ir/

ＩＲについてのお問合せ

株式手続きについてのお問合せ

ソーバル株式会社

ソーバル株式会社　ＩＲ担当窓口
　TEL：03-6409-6138 （受付時間 平日 9：00～17：00）

株式名簿管理人：三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
　TEL：0120-232-711 （受付時間 平日 9：00～17：00）

お問合せ先

郵送先： 〒137-8081 新東京郵便局私書箱29号
 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

本社所在地 〒141-0001 東京都品川区北品川５-９-１１ 大崎ＭＴビル
資本金 214百万円
グループ会社 株式会社コアード（東京都港区）
 アンドールシステムサポート株式会社（東京都品川区）
従業員数 連結：981名  単体：867名（2019年2月28日現在）

証券コード  2186
上場市場  株式会社東京証券取引所　ジャスダック市場
事業年度  毎年3月1日から翌年2月末日まで
配当支払
株主確定日  2月末日（期末）／8月31日（中間）

株主総会  毎年5月
株主名簿管理人  三菱UFJ信託銀行株式会社
 東京都千代田区丸の内1丁目4番5号
単元株式数  100株
発行可能株式総数  29,600,000株
発行済株式数  8,167,498株（2019年8月31日現在）
株主数  5,176名（2019年8月31日現在）
公告方法  電子公告
 事故その他やむを得ない事由が生じ、電子公告を

行うことができない場合には、日本経済新聞に掲
載します。

株式基本情報

● 優良顧客からの継続受注、 営業活動を積極展開、 プロ
ジェクト管理体制の継続強化、 部門間のクロスセル体制
を推進し、 更に請負業務の拡大を目指します。

● 人材教育、 高採算案件への再配置を行い、 派遣業務
の収益力を強化します。

● ＡＩ・ＩｏＴ分野などの新規分野における収益案件の獲得の
為に、 更にアライアンスを推進します。

下半期の取り組み
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売上高
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２０２０年２月期２Ｑ業績ハイライト（連結）

・ 売上高：4,157百万円（前年同期比2.8％増   ）
・ 営業利益：363百万円（同28.3％増   ）
・ 経常利益：373百万円（同27.6％増   ）
・ 親会社株主に帰属する四半期純利益：240百万円（同23.7％増   ）

上半期概要

● 前期比で増収増益となりました。
● 通期予算に対しても達成率が売上高50.7 %、 営業利益

57.7％など順調に推移しております。
● 請負比率の拡大を軸に構造転換が進んだ結果、利益水準と

利益率が改善いたしました。
● 富士通グループを主要顧客とする子会社のコアード社が業績

好調となっております。

上半期総括

・ 売上高：8,196百万円
・ 営業利益：630百万円
・ 経常利益：642百万円
・ 親会社株主に帰属する当期純利益：460百万円

通期の見通し 期初予想より変更なし 増収増益
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ＣＳＲ 活動

　災害備蓄品（保存水・保存食）を、「ドナルド・マクドナルド・
ハウス ふちゅうハウス」 へ寄贈いたしました。

災害備蓄品を福祉施設へ寄贈

配当金

１単元（１００株）以上、１０単元（１,０００株）未満の方
　　　　　　５００円相当の QUO カード

株主優待

１０単元（１,０００株）以上の方
　　　　　　２,０００円相当の QUO カード

優待品は本書（中間株主通信）と共に同梱しております

～ 株主優待 ・ 配当金 ～
２０１９年８月３１日時点の株主様対象

中間配当金：1株につき １５円
支払開始日：２０１９年１１月６日（水）

 会社について
● “最 大 の 資 源 は 人材” に

共感できる
● 人材育成プロセスが評価

できる
● 活 躍 する 社 員の 姿 を 見

せてほしい
● 知名度が低い
● 応援しています

 経営 ・ 業績について
● 安定した経営を希望
● 新規分野（ＡＩ、自動運転、
ＩｏＴ）に期待

● 一社依存からの脱却に好感
● 技術力が評価できる
● 東証一部に上場してほしい
● 中長期の数値目標も開示
してほしい

～ 株主様アンケートより ～

本年度も本社にてインターンシップを開催しま
した。新技術に興味のある意識の高い学生や、
プログラミング学習未経験でも学ぶ意欲のある
学生、 合わせて１３７名が参加しました。

社内セミナーを定期的に開催し、別部署のメンバーとも交流
を図りながら、高い意欲を持って日々技術を磨いております。

Android アプリケーション開発体験 ／ 顔追従カメラ（組込み
ソフトウエア）開発体験 ／ AI・Deep Learning 開発体験 ／ 
Webサイト開発体験 ／ プログラミング基礎体験

ＰＬ（プロジェクトリーダー）セミナー ／ Deep Learning セミナー 
／ Node.js + Express Web API セミナー ／ スマートスピーカー
アプリ開発セミナー ／  Lightning Talk 大会 

人材採用 ・人材育成

インターンシップ開催

社員教育

技術インフォメーション

全社員が対象のコンプライアンス研修を毎年行い、一人ひとりが
企業コンプライアンスへの理解と意識向上に努めています。

社員の技術力向上はもとより、新技術や新分野への挑戦を支
援するため、毎年新しい資格が社内から提案され選定されています。

本年度より、医療統計解析分野で活躍を目指す社員に向け
て、統計解析などの知識を問う検定試験も対象となりました。 

コンプライアンス教育

資格取得支援

社内セミナー

　１１月２０日～２２日に横浜にて
開催される、組込み総合技術展
「Embedded Technology 2019」
に出展いたします。

組込み総合技術展に出展

昨年の様子

デジタル製品に付属するユーザーマニュアル制作などで培った制作
ノウハウに対する引き合いが増えており、 既存顧客を中心に開発
案件と併せてマニュアル制作を受注する複合案件も出てきておりま
す。 今後もディレクション能力を備えた人材の育成を行うとともに、
パートナー企業との協業を図ることで事業を拡大してまいります。

業務トピックス

マニュアル制作分野の取り組み

主要顧客である富士通グ
ループからのシステム開発案件
が好調となりました。ＳＡＰや  
Ｓａｌｓｅｆｏｒｃｅなど汎用技術
への対応力を強化し、今後の
受注拡大と人材育成を推進
してまいります。

グループ子会社の状況

物流施設向けシステム開発
が引き続き堅調に推移しており
ます。ＪＴＡＧテストシステムや
ＰＸＩスイッチ等商材を活かした
サービス展開、 案件発掘を推
進するとともに採用活動を強化
してまいります。

コアード アンドールシステムサポート

契約種別売上構成比

● 派遣 業務から請負業務への移行が進み、 請負比率は
５８．５% へ増加、 早期の６０% 超が確実。

● 更なる収益拡大に向け、 安定的な顧客開拓とパートナー
企業との協業を推進。

58.5%  41.5%53.9%  46.1%

請 負 派 遣 請 負 派 遣

２０１９年２月期・通期 ２０２０年２月期・２Ｑ

主要顧客別売上構成比

３３.８%
１８.８%
１１.５%

３.０%
２.６%

３０.３%
5

前期末比

● キヤノングループ
 組込み開発、アプリケーション開発、品質評価、マニュアル制作

など多岐にわたる取引を継続しつつ、売上比率は大きく減少。
● ソニーグループ
 放送機器などの組込み開発から、アプリケーション開発、クラウド

サービスまで幅広く案件に参画し、順調に売上比率を拡大。
● 富士通グループ
 システム開発と品質評価を中心に取引増、売上比率が拡大。
● 日立グループ
 自動運転関連の組込み開発案件などを中心に売上を維持。
● その他
 自動運転関連の取引でトヨタグループの売上が増加。 伊藤忠

テクノソリューションズはシステム開発と品質評価で売上が増加。

伊藤忠テクノソリューションズ、ＮＴＴグループ、三菱グループ、
東芝グループ、トヨタグループ、椿本チエイングループ、トーヨー
カネツグループ、 オムロングループ、 他
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４,１５７百万円
売上高

　５月にご送付いたしました 「株主アンケート」 へご協力いただき、
まことにありがとうございました。 以下に、 今回寄せられたご意見・
ご要望の一部についてご紹介させていただきます。 頂戴いたしました
株主様からの貴重なご意見・ご要望等につきましては今後の経営
やＩＲ活動などの参考にさせていただきたいと存じます。
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